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分子状水素(H2)は、hydroxyl radical, Peroxynitrite 等の生体/組織に最も




補う新たな Drug Delivery System として、臓器保存後(移植直前)に 飽和濃度
以下の水素含有液を体外で臓器に直接注入する HyFACS（Hydrogen Flush After 





① 対照群: 門脈(PV)、動脈(HA)双方から溶媒(生理食塩水)30mL注入 
② HyFACS-PV: 門脈より HyFACS(H2濃度 1.0ppm, 30mL)、動脈より溶媒 30mL 注
入 
③ HyFACS-HA: 門脈より溶媒、動脈より HyFACS 
④ HyFACS-PV+HA: 動脈、門脈双方から HyFACS 
続いて、体外酸素化再灌流法(37℃, 2 時間)により、各群での移植肝の健常
性を比較・検討した。なお参照目的に、 
⑤ Sham群: 冷保存なしで 同様の体外再灌流にて評価、を供した。 
【結果】 
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